
用
で
き
る
こ
と
と
な
る
。

写
真
㈲
は
、
西
ド
イ
ツ
で
開
発
さ
れ

水
道
、
地
域
冷
暖
一
房
な
ど
に
は
、
地
中

に
直
線
パ
イ
プ
が
埋
立
さ
れ
る
。
パ
イ

プ
の
布
設
に
あ
た
っ
て
は
、
一
定
の
長

さ
の
直
線
パ
イ
プ
を
現
場
に
運
び
、
地

盤
の
高
低
、
曲
り
な
ど
に
応
じ
て
、
パ

イ
プ
の
接
続
部
で
曲
げ
て
い
く
こ
と
と

左
る
。
そ
の
曲
げ
の
部
分
は
、
曲
管
を

使
用
す
る
た
め
か
な
り
の
工
数
を
心
要

と
さ
れ
る
。
ま
た
、
パ
イ
プ
そ
の
も
の

の
機
械
的
強
度
は
、
土
圧
、
車
輔
圧
な

ど
の
荷
重
に
対
し
て
充
分
左
圧
縮
強
度

を
必
要
と
さ
れ
、
か
つ
、
パ
イ
プ
ロ
径

が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
、
地
盤
の
支
持

力
を
補
強
す
る
こ
と
も
必
要
と
さ
れ

る
。
も
し
、
こ
の
直
線
状
の
パ
イ
プ
が

曲
管
な
し
で
自
由
な
角
度
に
曲
げ
ら
れ

る
な
ら
ば
、
岩
石
地
や
泥
地
、
沼
、
池

そ
の
他
不
確
地
の
地
質
に
関
係
ま
く
、

さ
ら
に
は
、
地
盤
沈
下
や
海
岸
付
近
で

の
土
製
の
移
動
に
も
影
響
さ
れ
ず
に
、

埋
設
が
可
能
と
な
り
、
短
期
間
に
工
事

が
完
了
す
る
こ
と
と
な
る
。

×
×
×

そ
こ
で
、
こ
の
直
線
部
は
や
む
を
得

な
い
と
し
て
も
、
接
続
部
の
曲
管
を
剛

性
の
低
い
す
な
わ
ち
、
柔
ら
か
い
も
の

に
し
た
ら
と
い
う
考
え
方
が
で
て
く

諸
岡
博
熊

《
阪
神
外
貿
坤
頭
公
団
工
務
部
長
》

汁
技
術
ジ
ャ
ー
ナ
ル
⑳

可
携
管

ラ
ム
に
巻
い
て
現
場
に
運
べ
る
利
点
が

あ
る
。一

方
、
あ
ら
か
じ
め
、
保
温
、
保

霊

ら
れ
、

る
。
と
く
に
、
沈
下
が
予
測
さ
れ
る
場

所
に
埋
設
す
る
パ
イ
プ
用
に
〃
可
携

管
″
が
開
発
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
直
径
九
○
セ
ン
チ
の
下
水

管
（
ヒ
ュ
ー
ム
管
）
に
長
さ
一
・
一
五

メ
ー
ト
ル
の
可
携
管
を
挿
入
す
る
と
、

曲
角
度
十
五
度
・
沈
下
（
偏
心
量
）
九

○
セ
ン
チ
、
可
携
管
本
体
の
伸
び
縮
み

波付内管( 銅）

鍵硬質発泡ポリ ウレタン

波付外管( 鉄）

ポリメント防食
被覆ポリエチレン

，
任
意
の
も
の
が
得
ら
れ
、
そ
の
上
、

< 写真２〉 < 写真

力
ケ
ー
ブ
ル
と
同
様
に
直
塊
で
布
設
し

り、 設
が
可
能
と
な
る
。

も
の
を
可
携
と
す
る
な
ら
ば
、
直
管
と

曲
管
の
接
続
と
い
う
工
数
が
省
略
さ
れ

害
が
生
じ
た
い
。

そ
の
椛
造
は
、

川
パ
イ
プ
で
、
写
真
○
の
よ
う
に
筆

た
、 波

付
の
椎
造
に
す
る
と
自
由
に
曲
げ

く
と
、
地
中
に

地
域
冷
暖
房
用
と
し
て
簡
単
に
利

二
重
波
付
管
構
造
の
地
域
冷
暖
房

地
形
。
地
質
に
応
じ
て
自
由
自
在
に
布

こ
の
よ
う
左
考
え
方
を
さ
ら
に
発
展

さ
せ
、
始
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
直
管

を
一
切
使
用
し
な
い
で
、
パ
イ
プ
そ
の

た
も
の
で
、
両
側
に
取
付
口
金
が

く
。

×
×
×

ン
グ
を
数
本
重
さ
ね
、
１

付
き
の
ゴ
ム
管
を
入
れ
、

か
た
り
の
沈
下
に
対
し
配
管
系
統
に
被

冷
、

は
そ
れ
ぞ
れ
五
七

て
い
る
。

ワ
イ
ヤ
の
斜
め
編
み
と
補
強
布
で
覆
っ

ン
チ
と
な
る
た
め
、

バ
ネ
状
の
金
属
製
リつ

防
食
な
ど
の
処
理
を
施
し
て
お

長
さ
は
工
場
製
産
設
術
の
限
り

直
接
埋
設
が
可
能
と
を ド

雛
」
の
内
側
に
波

外
側
を
補
強砥
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蕊蕊邸蛍 ⅥＶ１

も 燈

●
裏
六
叩
の
市
街
化
が
一
体
ど
こ
ま
で
進
む
の
か
、

と
不
安
と
不
信
を
も
っ
て
見
守
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
す
る
直
接
的
な

解
答
は
市
街
化
区
域
ｌ
こ
こ
ま
で
市
街
化
す

る
、
市
街
化
調
嬢
区
域
ｌ
そ
こ
は
当
分
市
街
化
さ

れ
壷
い
、
と
い
う
行
政
上
の
都
市
計
阿
決
定
ｌ
線

引
き
で
す
。
だ
が
、
そ
の
地
図
を
み
て
、
市
街
化
さ

れ
な
い
エ
リ
ア
が
こ
れ
だ
け
あ
る
か
ら
ま
だ
ま
だ
緑

が
た
く
さ
ん
ひ
ろ
が
っ
て
い
て
安
心
だ
、
と
か
、
市

街
化
区
域
の
宅
地
部
分
は
も
う
し
ょ
う
が
な
い
か
ら

あ
き
ら
め
よ
う
、
な
ど
と
単
純
に
納
得
さ
れ
て
は
困

り
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
そ
の
不
安
や
不
信
は
本
当
に

解
決
し
な
い
は
ず
だ
か
ら
で
す
。

●
市
街
化
調
整
区
域
の
緑
を
し
っ
か
り
と
と
り
こ
ん

だ
市
街
化
計
画
を
設
計
し
、
ま
た
、
同
時
に
そ
の
市

街
地
と
組
合
わ
せ
て
の
市
街
化
訓
催
区
域
内
の
集
落

の
生
活
環
境
整
備
や
自
然
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
開
発

な
ど
を
思
考
し
て
い
く
こ
と
が
、
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
必
要
旗
の
は
、
市
街
化
区
域
ｌ
線
引
の
内
側

と
市
街
化
調
嬢
区
域
ｌ
線
の
外
側
の
交
流
の
プ
ラ

ン
な
の
で
す
。
内
は
内
、
外
は
外
、
関
係
の
な
い
内

と
外
、
と
い
う
思
考
で
は
全
く
不
十
分
を
結
果
と
な

る
で
し
ょ
う
。

●
こ
の
千
年
家
の
場
所
は
、
呑
吐
ダ
ム
に
よ
っ
て
水

没
し
ま
す
。
す
ぐ
北
は
、
神
戸
市
背
山
計
画
で
は
総

合
運
動
場
、
神
戸
市
総
合
計
間
で
は
公
園
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
、
風
致
地
区
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
な
る
と
、
そ
こ
は
、
呑
吐
ダ
ム
と
一
体
に
な
っ
て
、

水
と
緑
の
公
園
ゾ
ー
ン
と
し
て
形
成
さ
れ
る
で
し
ょ

う
。
と
な
る
と
、
神
戸
遮
鉄
三
木
線
に
そ
っ
て
の
抑

部
谷
の
仏
宅
地
造
成
ｌ
市
街
化
区
域
も
、
千
年
家

の
歴
史
に
は
ず
か
し
く
な
い
、
こ
の
山
田
、
抑
部
谷

地
区
に
ひ
ろ
が
る
未
来
千
年
に
耐
え
る
公
園
住
宅
地

と
し
て
創
造
さ
れ
な
く
て
は
：
…
．
。
〈
水
谷
頴
介
〉

神
戸
の
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
＠

環
境
と
都
市
〈
４
〉

！
賓
緬
鱗
呈
‐
…

要六甲の市街化計画
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ｌ
縛
噸
→
霧
‐
…

箱
木
千
年
家
ｌ
魂
を
も
っ
た
住
宅

神
戸
の
モ
ダ
ー
ン
リ
ビ
ン
グ
＠

溝侭謂

-錐再幽争

『
箔

▲あとしばらくでこの辺りもダムの湖底に沈む

蕊霞謹謡鑑蕊尭

鈴
蘭
台
か
ら
北
へ
、
丁
度
三
宮
と
鈴
蘭
台
を
結
ぶ

直
線
の
延
長
上
の
三
木
市
と
の
境
界
近
く
、
山
田
町

衡
原
に
、
箱
木
千
年
家
が
あ
り
ま
す
。
厚
い
茅
ぶ
き
の

岬
は
ふ
か
く
垂
れ
、
縁
側
は
朽
ち
は
て
、
柱
の
傾
い
た

こ
の
民
家
は
、
一
四
’
一
五
世
紀
ご
ろ
で
き
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
の
初
め
に
幕
府
直
轄
地

で
あ
っ
た
こ
の
あ
た
り
に
代
官
が
巡
視
に
き
て
、
ま

れ
に
見
る
古
民
家
と
し
て
、
当
主
伊
兵
術
に
対
し
て
、

「
千
年
家
」
の
称
号
を
与
え
る
こ
と
を
伝
え
た
、
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
一
七
世
紀
に
、
す
で
に
こ
の
家
は
認

古
民
家
だ
っ
た
の
で
す
。
こ
の
千
年
家
が
建
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
一
五
世
紀
は
、
京
都
で
応
仁
の
乱
が

は
じ
ま
り
、
全
国
は
戦
国
の
世
に
た
ろ
う
と
し
て
い

る
頃
で
す
。
五
○
○
年
も
前
か
ら
千
年
家
が
今
の
姿

で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
屋
根
を
ふ
き
か
え
雨
柱

を
と
り
か
え
、
敷
居
を
つ
け
か
え
た
り
し
て
、
延
々

と
生
続
け
て
き
た
の
で
す
。
現
在
、
家
と
い
う
に
は

あ
ま
り
に
荒
れ
果
て
、
倒
壊
寸
前
だ
左
あ
と
い
う
感

じ
で
す
が
、
二
百
年
か
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
倒
れ
そ

う
な
ま
ま
つ
づ
い
て
き
た
の
で
す
。
そ
こ
に
は
、
今

の
安
直
な
建
売
住
宅
や
プ
レ
フ
ァ
ブ
住
宅
に
は
な
い

建
物
の
魂
と
い
っ
た
も
の
が
あ
る
よ
う
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
今
、
谷
あ
い
の
狭
い
道
と
少
し
ば
か

り
の
田
畑
の
ひ
ろ
が
り
の
中
で
五
百
年
の
歴
史
を
息

づ
い
て
き
た
冬
の
千
年
家
に
も
、
大
変
化
が
起
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。
北
神
か
ら
三
木
市
・
稲
美
町
・
加

古
川
市
と
広
が
る
東
播
台
地
へ
の
農
業
用
水
補
給
を

目
的
と
し
た
束
播
用
水
総
合
開
発
事
業
の
中
心
で
あ

る
呑
吐
ダ
ム
（
満
水
量
一
七
万
㎡
、
満
水
面
積
一
○

○
万
㎡
）
が
、
こ
の
谷
間
を
水
底
に
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
貴
重
な
史
蹟
千
年
家
も

付
近
に
移
築
さ
れ
る
計
画
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
土
地
と
共
に
育
ち
、
年
老
い
た
こ
の
家
を
思
う

と
、
や
は
り
悲
し
い
こ
と
で
す
。
〈
小
林
郁
雄
〉

。深い軒が日ざしを数百年間さえぎって来た
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ミ
ナ
ト
町
神
戸
に
住
む
私
た
ち
に
と
っ
て
、
世
界
の
出
船
入
船
は
興
味
深
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
春
・
秋
に
入
港
す
る
キ
ャ
ン
ベ
ラ
号
の
よ
う
な
客
船
を
は
じ
め
、
コ
ン
テ
ナ
船
、
貨
物
船
、

タ
グ
ボ
ー
ト
ま
で
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
世
界
中
の
シ
ー
マ
ン
が
神
戸
港
に
親
し
ん
で

い
ま
す
。
で
も
、
い
が
い
に
神
戸
っ
子
は
ミ
ナ
ト
町
に
住
ん
で
い
な
が
ら
知
ら
な
い
こ
と
、
関
係

な
い
こ
と
と
思
っ
て
い
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
モ
チ
ロ
ン
、
船
マ
ニ
ア
の
人
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
は
確
か
。
そ
こ
で
、
月
刊
「
神
戸
っ
子
」
で
は
、
今
年
の
海
の
記
念
日
を
め

ざ
し
て
〃
コ
ウ
ベ
・
シ
ッ
プ
・
ク
ラ
ブ
（
仮
称
）
を
つ
く
り
、
気
梶
る
に
、
ミ
ナ
ト
に
、
船
に
、

海
に
、
親
し
み
た
い
と
思
う
の
で
す
。
愛
さ
れ
る
ミ
ナ
ト
神
戸
で
あ
る
た
め
の
ク
ラ
ブ
で
す
。
船

フ
ァ
ン
の
み
な
さ
ん
の
ご
入
会
を
お
待
ち
し
ま
す
。

☆
会
員
数
’
一
○
○
名
（
仮
定
）

☆
会
員
の
資
格
Ｉ
海
。
船
。
港
・
が
好
き
な
人
（
年
齢
不
問
）

☆
会
員
の
特
典

①
神
戸
港
に
入
港
す
る
世
界
の
船
の
見
学
②
会
員
パ
ー
テ
ィ
〈
た
と
え
ば
船
上
パ
ー
テ
ィ
な

ど
〉
③
講
演
会
・
映
画
会
な
ど
④
船
旅
へ
の
サ
ー
ビ
ス
⑤
世
界
の
船
の
シ
ー
マ
ン
達
と

の
交
歓
会
（
企
画
員
が
い
ろ
い
ろ
な
テ
ー
マ
を
つ
く
っ
て
活
動
し
ま
す
）
⑤
月
例
会

☆
入
会
金
一
○
○
○
円

☆
月
会
費
五
○
○
円
（
七
月
よ
り
）

☆
発
会
式
／
昭
和
四
十
七
年
七
月
二
十
日

☆
当
ク
ラ
ブ
・
キ
ャ
プ
テ
ン
陳
舜
臣
さ
ん
〈
作
家
〉

副
キ
ャ
プ
テ
ン
小
川
直
彦
さ
ん
〈
医
師
〉

☆
ク
ラ
ブ
仮
事
務
所
月
刊
神
戸
っ
子
編
集
部

神
戸
市
葺
合
区
八
幡
通
五
丁
目
九
六
Ｋ
。
Ｅ
ビ
ル
４
Ｆ
で
ん
わ
／
（
二
二
一
）
七
○
三
七
（
二

一
二
）
八
○
ヒ
ニ
担
当
係
／
小
泉
美
喜
子

☆
会
員
の
お
申
込
み
は
月
刊
神
戸
っ
子
へ
。
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
を
書
い
て

入
会
金
を
そ
え
神
戸
っ
子
あ
て
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

☆
ク
ラ
ブ
名
を
募
集
し
ま
す
。

官
製
ハ
ガ
キ
で
ク
ラ
ブ
名
を
。
住
所
、
氏
名
、
年
齢
職
業
を
書
い
て
、
神
戸
っ
子
編
集
部
ま
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。
締
切
り
四
月
十
日
。
選
考
は
陳
舜
臣
さ
ん
〈
作
家
〉
が
あ
た
り
ま
す
。

（
入
選
作
品
に
は
キ
ャ
ン
ベ
ラ
号
の
美
し
い
パ
ネ
ル
を
さ
し
あ
げ
ま
す
）

☆
お
問
合
せ
は
／
月
刊
神
戸
っ
子
ま
で

コ
ウ
ベ
シ
ッ
プ
ク
ラ
ブ
（
仮
称
）

☆
船
フ
ァ
ン
の
ク
ラ
ブ
を
つ
く
ろ
う
〈
会
員
募
集
〉

☆
ク
ラ
ブ
名
の
名
附
け
親
に
な
り
ま
せ
ん
か
〈
会
名
募
集
〉

１
４２

１
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4３

一○ 船旅は現代人の心のオアシス

' ②キャンベラ号とジェット機で

ヨーロッパと
地中海の旅

< 分割払い可能＞ 溌聯灘

Ａコース里
虹亜虹亜

J ~ リカー｡

1 ヌ

豆

グヴプーリ L

葱爾嗣漁鰯蕊毒ミＦ卜

Ａコース
昭和47年7/ 2 2 - 8 /１２
２２日間4 6 8 , 0 0 0 円

< 船ツーリスト＞
６６８，０００円
< 船ﾌ ｧ ｰ ｽ ﾄ ＞

Ｂコース
昭和4 7年7 / 2 5 - 8 /２２
２９日間４８８，０００円

< 船ツーリスト＞

唾: 稲. 噸弓滞溌慧: 羅畿蕊蕊郵艇Ｗ鳴霞慧講繕護

B コースロントー』 戸ムステルクム

テネ

①ヨーロッパと地中海洋上スクール／キャンベラ号で上記の船旅は今回に限りＡコース￥3 9 8 , 0 0 0 です。
●キヤセイ号< i ４，０００トン＞で､ オーストラリヤ洋_ ' 二大学７月１２日－９，２１１< ５３日間＞オーストラリヤ・ニューギニア・フィ
リッピン・香港．マカオ・台泌< 大学生及びその卒業者2 8 才迄＞￥3 3 8 . 0 0 0 （船旅でレジャーを. 船内淋義・大学及び酪
農施設見学・民宿による生活他）

●オロンセイ号< 2 8 , 0 0 0 トン> < シドニー５月２０日→ラバウル５月２４日→香港６月１日→神戸６月４日→横浜６月７Ｈ→ホノル
ル６月１３日→バンクーバー６月１９日→サンフランシスコ６月２１日＞

●オルソバ号< 2 9 , 0 0 0 トン＞< シドニー７月１７日→香港７月２８日→長崎７月３１日→神戸８月１１１→ホノルル８月１１m →ロス８ノｌ
ｌ６Ｈ＞

お問合せは／神戸市生田区江戸町’０３スワイヤマツキノン船客係・安富幸子（0 7 8 ）３９１－７５１
大阪市東区淡路町３－３９スワイヤマツキンノン船客部･ 係･ 山名昇（0 6 ）２０２－２３８
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年度変わり用に是非ご新調下さい
メガネはどんな服飾品よりももっと大切です

ＭＡＫＥＵＰすばらしいあなたに…
Ｗｎ~ ＨＲＯＹＡＬ

めがねの御用命はお気軽に神戸眼娩院で御相談ください
★自動ｊＩｆにてご来店のお方様は駐j に券進呈／
元町・店＝神戸市立花隈剛: 車場
さんちか店＝神戸市立三宮畦J I f 婚

⑨神j ヨ眼鏡院
元町店・元町３．丁目壷( 3 2 1 ) 1 2 1 2 代表
三宮店・さんちかタウン垂( 3 9 1 ）1 8 7 4 ～５

識

ｲﾝﾃﾘｱの不二屋
ショールーム神戸市生田区三富町３丁目５番地
〈トア・ロード〉神戸（0 7 8 ) 3 9 1 - 0 5 3 5（代）
葺合工場神戸市葺合区旭通１丁目1 0 番地
小東山工場神戸市垂水区多聞町小束山9 7 5 ノ１
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鍵

☆
お
め
で
と
う
ノ

中
西
勝
画
伯
安
井
賞
を
受
賞

蕪
一

１
４５

１

;鱗：

受賞をきいて茶室で喜ぶ中西画伯と咲子夫人

本
誌
セ
カ
ン
ド
カ
バ
ー
の
「
私
は
外

へ
出
て
見
た
」
で
読
者
の
方
に
も
お
な

じ
み
深
い
中
西
勝
さ
ん
（
神
戸
市
東
灘

区
住
吉
町
鴨
子
原
三
ノ
三
三
・
二
紀
会

所
属
・
四
十
八
歳
）
が
、
第
十
五
回
安

井
賞
に
「
大
地
の
聖
母
子
」
を
出
品
見

事
受
賞
が
決
っ
た
。

兵
庫
県
二
紀
会
か
ら
西
村
功
、
鴨
居

玲
に
続
い
て
三
人
目
の
安
井
賞
作
家
が

生
れ
た
。
安
井
賞
と
な
っ
た
「
大
地
の

聖
母
子
」
は
、
メ
キ
シ
コ
・
イ
ン
デ
ィ
オ

に
取
材
し
た
も
の
で
、
人
間
の
素
朴
な

姿
と
、
あ
ふ
れ
る
よ
う
な
生
命
力
を
深

く
、
静
か
に
、
激
し
く
描
い
た
作
品
で

あ
る
。
安
井
賞
は
、
具
象
洋
画
壇
の
芥

川
賞
的
存
在
だ
が
、
四
年
に
わ
た
る
外

国
旅
行
を
終
え
て
の
中
西
作
品
の
受
賞

は
、
遅
す
ぎ
る
感
が
あ
る
ほ
ど
。

三
月
二
日
。
知
ら
せ
を
受
け
た
中
西

画
伯
宅
へ
う
か
が
う
と
、
前
夜
は
傘
の

会
の
会
合
で
飲
み
す
ぎ
た
と
二
日
酔
い

気
味
。
「
や
っ
ぱ
り
嬉
し
い
で
す
よ
。

旅
行
前
は
抽
象
や
っ
た
し
、
今
度
の
受

賞
は
、
描
き
た
い
も
の
を
描
い
て
そ
に

む
く
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
が
た
い
。

ま
た
今
度
は
、
ア
ン
デ
ス
ヘ
旅
行
し

て
、
ぼ
く
の
土
俗
的
な
画
材
を
イ
ン
カ

に
求
め
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
、
鴨
子
ケ
原
の
ア
ト
リ
エ
横
の
茶
室

で
語
る
中
西
さ
ん
だ
っ
た
。
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神戸遊戯誌１０３

ラグビー④青木重雄

4８

さ
ら
に
年
末
に
は
京
大
と
東
大
の
恒
例
の
対
校
試
合
が
行
な
わ

れ
、
又
、
二
十
二
年
に
は
、
英
米
よ
り
帰
国
せ
ら
れ
て
、
当
時
羽

振
り
の
よ
か
っ
た
終
戦
連
絡
事
務
委
員
の
竹
さ
ん
こ
と
、
奥
村
竹

之
助
の
主
隅
に
て
関
西
早
慶
Ｏ
Ｂ
試
合
が
、
全
日
本
級
の
選
手
を

集
め
て
西
宮
球
技
場
で
も
雛
大
に
挙
行
せ
ら
れ
て
（
写
真
参
照
）
日

本
ラ
グ
ビ
ー
界
の
復
活
と
そ
の
後
の
発
達
の
端
緒
が
開
か
れ
た
。

そ
の
翌
年
初
夏
、
戦
後
初
め
て
の
Ⅱ
本
ラ
グ
ビ
ー
・
フ
ッ
ト
ボ

ー
ル
協
会
の
全
役
員
会
が
、
Ⅱ
良
篤
氏
の
い
た
三
重
県
四
日
市
の

富
士
電
機
の
工
場
の
寮
で
行
な
わ
れ
、
再
興
の
熱
に
、
皆
若
者
の

様
な
情
熱
に
燃
え
輝
か
せ
て
い
た
と
い
う
。
猶
、
目
良
氏
は
神
戸

二
中
出
身
の
神
戸
っ
子
で
、
三
高
、
東
大
を
卒
え
、
現
在
で
も
日

本
ラ
グ
ビ
ー
協
会
の
副
会
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
。
四
日
市

で
の
会
以
来
、
早
速
「
物
資
配
給
委
員
会
」
を
組
織
し
て
、
用
具

の
入
手
、
あ
っ
せ
ん
に
乗
り
出
し
、
こ
れ
が
原
動
力
と
な
っ
て
、

東
西
の
ラ
グ
ビ
ー
界
も
復
興
の
テ
ン
ポ
を
早
め
、
ま
づ
関
東
の
早

、
慶
明
の
大
学
チ
ー
ム
の
立
ち
直
り
と
関
西
で
は
近
鉄
、
大
阪
ク
ラ

▲奥村竹之助氏主唱による関西早慶ＯＢ戦（昭和2 2 年於西宮球場）

☆
異
彩
の
〃
ち
び
っ
子
チ
ー
ム
〃
と
報
徳
の
活
躍

戦
後
の
ラ
グ
ビ
ー
界
は
思
っ
た
よ
り
早
く
復
興
し
た
。
こ
と
に

関
西
方
面
は
早
く
、
当
時
の
記
録
に
よ
る
と
、
昭
和
二
十
年
九
月

十
六
日
に
関
関
在
住
の
井
上
二
郎
氏
（
慶
大
出
）
、
西
野
綱
三
氏

（
早
大
出
）
、
別
所
安
次
郎
氏
（
京
大
出
）
、
杉
本
彰
氏
（
慶
大
出
）
、

正
野
虎
雄
氏
（
東
大
出
）
、
ら
が
発
起
人
と
な
っ
て
、
ま
づ
試
合

を
行
な
う
塀
が
復
興
の
先
決
問
題
と
い
う
こ
と
で
、
同
月
二
十
三

日
、
三
筒
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
三
高
と
関
阿
ラ
グ
ビ
ー
ク
ラ
ブ
と

の
試
合
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
試
合
は
ま
ん
と
終
戦
一
カ
月
後
の

あ
の
社
会
的
虚
脱
状
態
の
さ
な
か
で
行
な
わ
れ
た
戦
後
最
初
の
試

合
だ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
当
時
は
他
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
も
試
合
ど
こ

ろ
で
は
な
く
、
こ
の
試
合
で
も
一
個
の
ボ
ー
ル
を
求
め
る
に
も
、

一
足
の
靴
を
手
に
入
れ
る
の
に
も
非
常
な
困
難
を
伴
っ
た
わ
け

で
、
い
わ
ゆ
る
物
資
不
足
を
よ
く
ぞ
乗
り
越
え
て
試
合
が
行
な
わ

れ
た
も
の
だ
。
続
い
て
同
川
三
十
ｎ
に
は
京
大
と
同
ク
ラ
ブ
と
、 マブレーとともに礼儀とシツケを重んじる「ラグビースクール」
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ブ
、
Ｋ
Ｙ
Ｒ
Ｃ
、
伊
丹
、
衛
隊
等
の
社
会
人
、
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
の

拾
頭
あ
り
、
昭
和
二
十
三
年
に
は
九
州
を
加
へ
て
の
名
実
共
に
全

同
的
な
東
西
対
抗
ラ
グ
ビ
ー
戦
が
、
福
岡
で
行
な
わ
れ
（
各
々
一

勝
一
敗
で
優
勝
決
定
無
し
）
、
引
続
い
て
二
十
四
年
二
月
に
第
一

同
全
国
社
会
人
大
会
が
東
京
で
行
を
わ
れ
九
州
の
代
表
の
配
炭
公

団
が
優
勝
し
た
。

そ
の
後
、
ニ
ト
七
年
に
は
名
門
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
を
、
二

八
年
に
は
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
が
来
日
あ
っ
て
第
二
期
発
達
途
上

の
我
国
に
精
神
的
、
技
術
的
に
大
き
な
刺
戟
と
教
訓
を
与
え
て
、

全
勝
し
て
帰
っ
た
。
こ
の
試
練
が
、
そ
の
後
カ
ナ
ダ
、
濠
州
、
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
諸
外
国
チ
ー
ム
を
迎
え
、
又
遠
征
し
て
、
体

力
的
劣
勢
を
、
戦
法
と
敏
速
で
補
っ
て
行
く
プ
レ
ー
を
体
得
し
て

実
力
の
向
上
を
計
り
、
昨
秋
の
本
場
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
代
表
チ

ー
ム
の
来
征
に
際
し
て
は
、
克
く
錬
成
さ
れ
た
全
日
本
チ
ー
ム
で

対
戦
し
て
勤
少
の
差
で
敗
れ
た
と
は
い
え
、
こ
れ
と
善
戦
し
て
、

好
ゲ
ー
ム
を
展
開
し
得
る
ま
で
に
わ
が
ラ
グ
ビ
ー
界
は
レ
ベ
ル
を

上
げ
て
、
英
本
国
で
の
批
評
で
も
Ｈ
本
チ
ー
ム
は
漸
く
国
際
的
に

第
一
級
の
実
力
を
つ
け
て
来
た
こ
と
を
認
め
ら
れ
て
、
ま
こ
と
に

欣
ば
し
い
こ
と
だ
。

さ
き
に
こ
の
誌
ｋ
で
た
び
た
び
書
い
た
が
神
戸
の
特
徴
と
し
て

神
戸
外
人
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
（
Ｋ
Ｒ
＆
Ａ
Ｃ
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

故
魁
で
や
っ
て
来
た
ス
ポ
ー
ツ
を
彼
等
同
志
で
、
又
我
々
日
本
人

チ
ー
ム
と
プ
レ
ー
し
て
週
末
を
楽
し
ん
い
る
。
ラ
グ
ビ
ー
部
の
歴

史
も
古
く
、
Ⅱ
本
で
当
地
は
枇
浜
と
と
も
に
草
分
け
の
先
導
者
で

あ
っ
た
。
神
戸
外
人
ク
ラ
ブ
も
昨
年
は
創
立
百
年
祭
を
迎
え
、
そ

の
祝
賀
行
事
の
一
端
と
し
て
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム
が
香
港
に
遠
征
し

て
、
側
地
の
香
港
ク
ラ
ブ
及
び
警
察
ク
ラ
ブ
と
接
戦
し
て
敗
れ

た
。
本
年
も
三
月
十
七
ｎ
か
ら
は
台
湾
に
遠
征
し
て
同
地
の
巨
人

ク
ラ
ブ
、
建
中
Ｏ
Ｂ
と
試
合
を
す
る
事
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
拙

浜
外
人
ク
ラ
ブ
（
Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｃ
）
と
の
イ
ン
タ
ー
ポ
ー
ト
も
昭
和
六

年
か
ら
初
ま
り
、
既
に
五
十
一
ｕ
を
重
ね
て
、
祁
玩
に
遠
征
し
あ

っ
て
今
年
は
三
月
十
ｎ
に
横
浜
で
行
な
わ
れ
る
予
定
だ
。
（
横
浜

二
四
勝
、
神
戸
一
九
勝
、
引
割
け
四
、
時
局
中
止
川
回
）
。

他
方
わ
が
兵
庫
県
下
で
は
、
現
在
チ
ー
ム
数
は
、
八
四
（
大
学

．
高
校
の
学
校
チ
ー
ム
四
二
と
、
実
業
団
・
社
会
人
ク
ラ
ブ
四
二
）

も
あ
り
、
普
及
は
し
て
い
る
も
の
の
、
現
在
は
各
チ
ー
ム
と
も
に

弱
体
化
し
て
、
過
去
に
活
躍
し
た
関
学
大
、
叩
南
大
、
神
戸
製
鋼
、

三
菱
重
工
、
川
崎
重
工
等
も
沈
滞
気
味
で
、
わ
ず
か
に
報
徳
学
園

高
校
が
、
神
戸
一
、
二
中
の
過
去
の
栄
光
を
継
い
で
、
高
校
界
に

活
躍
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

こ
れ
が
強
化
対
策
に
関
係
者
一
同
が
、
底
辺
人
口
の
増
大
と
技

術
指
導
に
努
め
て
い
る
が
、
幼
少
年
時
代
か
ら
運
動
神
経
の
良
い

ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
の
養
成
の
遠
大
な
目
的
か
ら
「
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー

ル
」
を
開
校
し
て
、
磯
上
や
中
央
球
技
場
、
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
、

プ
レ
ー
と
と
も
に
礼
儀
と
シ
ッ
ケ
を
重
ん
じ
、
ド
ク
タ
ー
ク
ラ
ブ

の
方
々
の
協
力
に
よ
る
健
康
管
理
も
行
き
と
ど
い
て
、
父
兄
、
お

母
さ
ん
達
の
好
評
で
一
三
○
名
余
の
生
徒
と
と
も
に
休
日
を
有
効

に
楽
し
ん
で
い
る
。

既
に
述
べ
た
当
地
出
身
の
名
選
手
は
、
他
に
、
甲
南
、
京
大
を

出
て
昭
和
五
年
の
第
一
回
カ
ナ
ダ
遠
征
に
参
加
せ
ら
れ
た
平
生
三

郎
氏
（
呉
羽
紡
副
社
長
）
、
巾
西
一
郎
氏
（
神
一
巾
、
一
高
、
東

大
、
農
林
省
）
の
バ
ッ
ク
プ
レ
ー
、
鍋
加
弘
之
（
神
二
巾
、
明

大
）
と
と
も
に
名
バ
ッ
ク
ロ
ー
榎
本
英
彦
氏
（
神
二
中
、
同
志
社

大
）
と
も
に
故
人
で
は
あ
る
が
、
そ
の
プ
レ
ー
振
り
は
忘
れ
ら
れ

な
い
も
の
が
あ
る
。

現
在
で
は
村
工
、
法
政
大
、
名
占
屋
ト
ヨ
タ
、
全
川
本
チ
ー
ム

の
主
将
と
し
て
の
尾
崎
真
義
氏
が
、
妓
近
の
外
国
遠
征
に
、
国
際

試
合
に
参
加
し
て
活
耀
し
、
名
プ
レ
ヤ
ー
振
り
を
発
揮
し
て
い
る

の
は
心
強
い
。
我
神
戸
は
ラ
グ
ビ
ー
界
に
於
て
は
、
最
も
早
く
普

及
し
、
幾
多
の
名
選
手
、
指
導
者
を
輩
出
し
て
戦
前
、
戦
後
を
通

じ
て
各
地
で
、
各
チ
ー
ム
を
リ
ー
ド
し
て
き
て
い
る
の
で
、
そ
の

温
床
と
歴
史
か
ら
し
て
も
、
近
く
必
ら
ず
立
派
な
チ
ー
ム
が
出
て

「
ラ
グ
ビ
ー
神
戸
」
の
名
に
恥
じ
な
い
よ
う
に
な
る
こ
と
を
心
か

ら
期
待
し
て
い
る
次
第
で
あ
る
。

八
次
側
は
体
操
で
す
Ｖ

’
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奇
蹟
の
町

『 Ｌ

ル
ル
ド
を
訪
ね
て
ｆ
〉

ア
レ
キ
シ
ス
・
カ
レ
ル
、
と
い
え
ば
そ
の
猪
を
ご
存
知
の
方
も

多
い
こ
と
と
思
う
。

フ
ラ
ン
ス
の
リ
ヨ
ン
大
学
で
侭
学
を
教
え
て
い
た
彼
は
、
後
に

渡
米
し
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
医
学
研
究
室
所

員
と
な
り
、
一
九
一
二
年
に
カ
レ
ル
縫
合
と
よ
ば
れ
る
血
管
縫
合

術
お
よ
び
臓
器
移
植
法
を
創
案
し
て
、
ノ
ー
ベ
ル
生
理
・
医
学
賞

を
与
え
ら
れ
た
他
、
第
二
次
大
戦
従
雅
中
に
完
成
し
た
彼
の
消
毒

法
は
何
千
と
い
う
人
命
を
救
い
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
か
ら
名
誉
勲
章

も
贈
ら
れ
て
い
る
。
カ
レ
ル
博
士
は
ま
た
「
人
間
ｌ
こ
の
未
知
な

る
も
の
」
（
桜
沢
如
一
訳
・
岩
波
書
店
、
昭
・
一
三
。
角
川
書
店

昭
．
三
○
・
Ⅱ
本
諾
訳
の
他
、
十
数
カ
国
語
の
翻
沢
が
出
て
い

る
）
の
著
者
で
あ
り
、
す
ぐ
れ
た
思
想
家
、
耕
作
家
と
し
て
も
幅

広
い
フ
ー
ノ
ン
を
も
っ
て
い
る
。

こ
の
ア
レ
キ
シ
ス
・
カ
レ
ル
博
土
が
、
マ
リ
ー
・
フ
ェ
ラ
ン
と

い
う
亜
症
の
結
核
性
腹
膜
炎
の
少
女
に
付
き
そ
っ
て
ル
ル
ド
ヘ
の

橋
本
明

巡
礼
列
卵
に
乗
込
ん
だ
の
は
、
彼
が
ま
だ
リ
ヨ
ン
大
学
灰
学
部
に

鱗
を
撒
く
勝
い
教
授
の
時
で
あ
っ
た
。

彼
は
医
学
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
、
ル
ル
ド
に
お
け
る
多
く
の

奇
蹟
的
治
癒
に
つ
い
て
長
い
間
非
常
に
関
心
を
い
だ
い
て
お
り
、

一
度
ｎ
分
の
眼
で
直
接
、
ル
ル
ド
の
超
自
然
的
現
象
を
兇
そ
の
謎

を
解
明
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
彼
自
身
、
奇
蹟
な

ど
と
い
う
も
の
が
こ
の
世
の
中
に
存
在
す
る
は
ず
は
な
い
と
、
強

く
確
信
を
い
だ
い
て
い
た
し
、
近
代
医
学
を
学
ん
だ
者
に
と
っ
て

そ
れ
は
当
然
の
事
で
も
あ
っ
た
。

彼
は
ル
ル
ド
ヘ
の
巡
礼
列
車
の
中
で
、
マ
リ
ー
・
フ
ェ
ラ
ン
の

症
状
が
き
わ
め
て
破
く
、
モ
ル
ヒ
ネ
の
注
射
で
や
っ
と
苦
揃
を
柔

ら
げ
て
い
る
状
態
を
兄
て
、
彼
女
の
命
は
も
う
時
間
の
問
題
だ
と

感
じ
る
。

ル
ル
ド
ヘ
着
い
て
か
ら
の
彼
女
の
容
態
は
一
隅
悪
く
な
り
、
脈

拍
も
一
分
間
に
一
五
○
と
い
う
異
常
な
早
さ
で
不
規
則
に
な
り
、

心
臓
も
最
後
に
近
づ
い
て
い
た
。
結
核
性
腹
膜
炎
の
忠
者
の
特
長

と
し
て
、
彼
女
の
腹
部
は
妊
婦
の
よ
う
に
大
き
く
ふ
く
れ
あ
が
り

彼
女
を
診
察
し
た
他
の
医
者
も
、
彼
女
の
生
命
は
あ
と
数
時
間
ほ

ど
だ
、
と
一
致
し
た
診
断
を
下
す
。
ル
ル
ド
の
病
院
か
ら
、
ほ
と

ん
ど
意
識
を
失
っ
た
彼
女
は
他
の
多
く
の
巡
礼
者
と
共
に
担
架
に

乗
せ
ら
れ
、
カ
ー
ブ
川
の
ほ
と
り
に
あ
る
、
聖
母
マ
リ
ア
が
現
れ

た
と
い
う
マ
ッ
サ
ビ
ェ
ル
の
洞
窟
へ
と
運
ば
れ
る
。
奇
蹟
の
泉
か

ら
湧
き
出
る
咽
水
を
か
け
て
も
ら
い
、
ひ
た
す
ら
祈
る
彼
女
の
顔

か
ら
は
も
う
ほ
と
ん
ど
血
の
気
が
ひ
い
て
お
り
、
横
に
付
き
添
つ

ち
て
い
る
カ
レ
ル
博
上
は
、
彼
女
の
様
子
に
は
何
の
変
化
も
起
ら

蔀
ず
い
よ
い
よ
死
期
が
近
づ
い
た
の
を
感
じ
る
。
し
か
し
そ
れ
か

Ｌ麹
ら
加
分
程
経
っ
た
頃
、
急
に
彼
女
の
眼
が
師
き
、
い
く
分
顔
に

華
赤
味
が
さ
し
て
く
る
の
を
彼
だ
け
で
な
く
他
の
巡
礼
者
も
気
が

》
つ
い
た
。
そ
れ
か
ら
数
分
後
、
彼
女
の
腹
部
に
か
け
て
あ
る
毛

噸
布
が
段
々
と
低
く
な
り
、
し
ば
ら
く
し
て
腹
部
の
腫
れ
は
ま
つ

型
た
く
ひ
い
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
彼
は
過
労
の
あ
ま
り
間
分
が
疲

配
れ
て
い
る
の
で
幻
覚
を
見
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
、
何
喚
も

刻
凡
血
お
し
、
手
で
彼
女
の
腹
部
を
さ
わ
っ
て
み
る
が
、
や
は
り

汗
腹
部
の
脈
れ
は
ま
っ
た
く
ひ
い
て
い
た
。

町

●
世
界
の
福
祉
施
設
ル
ポ
〈
隅
》
〉

を
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た
ｃ
現
代
の
科
学
で
説
明
が
つ
か
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
を

す
べ
て
否
定
し
て
は
い
け
な
い
。
科
学
の
進
歩
と
は
、
異
常
な
現

象
を
冷
静
に
分
析
し
、
そ
の
特
性
を
明
ら
か
に
し
、
新
し
い
法
則

を
確
立
す
る
こ
と
に
あ
る
の
だ
か
ら
…
…
」
と
、
科
学
に
万
能
の

価
値
を
置
く
文
明
人
に
、
彼
は
半
世
紀
も
前
か
ら
警
鐘
を
な
げ
か

け
る
。巡

礼
者
の
群
れ
は
次
か
ら
次
へ
と
何
物
か
に
ひ
き
つ
け
ら
れ
た

よ
う
に
洞
窟
へ
集
っ
て
く
る
。

霧
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
面
に
ひ
ざ
ま
ず
い
て
黙
々
と
祈
る

彼
ら
の
姿
に
は
一
つ
の
気
高
さ
が
あ
っ
た
。
「
祈
り
」
と
は
ま
さ

に
没
我
の
行
為
で
あ
る
。
ル
ル
ド
で
奇
蹟
が
一
番
多
く
起
る
の
も

こ
の
祈
り
の
最
中
で
あ
る
と
聞
い
た
。
七
Ｈ
の
中
旬
と
い
う
の
に

ル
ル
ド
は
ま
だ
肌
寒
い
。
そ
れ
は
雨
の
せ
い
か
も
知
れ
な
い
。

洞
窟
の
近
く
の
売
店
で
、
私
は
英
語
版
の
ル
ル
ド
に
関
す
る
本

を
一
冊
買
い
求
め
、
も
と
来
た
道
を
駅
へ
と
急
い
だ
。
途
中
、
セ

ン
ト
・
ミ
シ
ェ
ル
橋
の
近
く
で
巡
礼
の
旗
を
手
に
し
た
イ
ギ
リ
ス

か
ら
の
一
群
の
巡
礼
団
と
す
れ
ち
が
っ
た
。
彼
ら
も
は
る
ば
る
ド

ー
バ
ー
海
峡
を
越
え
、
巡
礼
列
車
で
こ
の
ス
ペ
イ
ン
と
の
国
境
近

く
の
奇
蹟
の
町
ま
で
菩
痛
を
耐
え
て
や
っ
て
き
た
の
だ
。

あ
と
何
年
か
し
て
、
科
学
が
こ
の
ル
ル
ド
の
奇
蹟
を
解
明
す
る

日
が
く
れ
ば
、
も
は
や
ル
ル
ド
の
奇
蹟
は
、
奇
蹟
と
は
よ
ば
れ
な

く
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
日
が
く
る
ま
で
は
、
ル
ル
ド
を
訪

れ
る
病
人
や
障
害
者
は
あ
と
を
た
た
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
ア
レ
キ

シ
ス
・
カ
レ
ル
の
見
た
奇
蹟
が
今
後
何
人
も
の
病
人
に
起
り
う
る

可
能
性
は
十
二
分
に
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

病
院
に
戻
っ
た
少
女
を
数
時
間
後
に
訪
れ
た
カ
レ
ル
博
士
は
、

彼
女
が
ベ
ッ
ド
か
ら
体
を
起
し
、
大
変
気
持
よ
さ
そ
う
に
彼
に
ほ

ほ
え
み
か
け
る
の
を
見
て
、
気
も
転
倒
せ
ん
ば
か
り
だ
っ
た
。
臨

終
の
床
に
あ
っ
た
少
女
が
、
数
時
間
後
に
は
肉
体
的
機
能
を
ほ
と

ん
ど
回
復
し
て
い
る
ノ
．
そ
れ
は
ま
さ
に
奇
蹟
と
よ
ん
で
さ
し
つ
か

え
の
な
い
も
の
だ
っ
た
。

彼
の
こ
の
体
験
は
、
彼
の
著
「
ル
ル
ド
ヘ
の
旅
」
に
詳
し
い
し

こ
の
学
術
的
な
報
告
は
「
結
核
性
腹
膜
炎
か
ら
の
回
復
」
と
し
て

一
九
○
九
年
に
カ
レ
ル
博
士
か
ら
発
表
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
報
告

書
も
出
版
さ
れ
て
い
る
の
で
興
味
の
あ
る
方
に
は
一
読
を
お
す
す

め
し
た
い
。

こ
の
よ
う
な
ル
ル
ド
で
の
彼
の
体
験
は
、
生
涯
を
通
し
て
彼
に

大
き
な
影
響
を
与
え
、
科
学
と
宗
教
と
い
う
現
代
文
明
社
会
の
二

つ
の
大
き
左
柱
に
鋭
く
Ｈ
を
向
け
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

ア
ル
キ
シ
ス
・
カ
レ
ル
博
士
は
い
う
。

「
す
べ
て
の
時
代
に
お
い
て
何
ら
か
の
事
実
が
新
し
く
発
見
さ

れ
た
が
、
そ
れ
ら
は
そ
の
時
代
の
人
々
に
と
っ
て
異
常
な
も
の
と

見
え
た
ば
か
り
か
、
危
険
な
も
の
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
た
。
い
わ

ゆ
る
科
学
者
は
そ
れ
ら
の
事
実
を
斥
け
、
一
般
の
人
々
は
そ
れ
ら

を
超
自
然
的
な
も
の
と
み
な
す
。
す
な
わ
ち
、
ど
ん
な
事
件
や
事

実
も
そ
の
原
因
が
知
ら
れ
て
い
な
い
時
に
超
自
然
的
と
い
わ
れ
る

の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
人
々
が
ま
だ
側
蝕
や
月
蝕
を
説
明
で
き

な
か
っ
た
時
代
に
は
、
そ
れ
ら
は
超
自
然
的
な
原
因
に
基
く
も
の

と
考
え
ら
れ
た
。
し
か
し
一
旦
、
蝕
の
原
因
が
明
ら
か
に
さ
れ
る

と
、
そ
れ
は
も
は
や
超
口
然
的
な
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
く
な
っ

▲一心不乱に彼らは何を
▼祈っているのだろうか
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治

ア
メ
リ
カ
本
土
で
最
も
Ⅱ
系
市
民
、

日
本
人
の
多
い
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に

は
そ
れ
ぞ
れ
出
身
地
別
に
県
人
会
が
組

識
さ
れ
て
お
り
、
親
睦
を
か
ね
極
々
の

年
中
行
事
が
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
時
に
は
蹄
脚
出
身
地
と
の
交
流
、
社

会
奉
仕
の
一
助
な
ど
に
も
活
発
な
協
力

を
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
残
念
な
こ
と
に
、
我
々
兵

庫
県
出
身
者
に
は
い
ま
だ
に
そ
れ
ら
し

き
グ
ル
ー
プ
も
組
織
さ
れ
て
お
ら
ず
、

同
郷
出
身
で
あ
り
な
が
ら
厄
い
の
交
流

も
な
い
ま
ま
、
淋
し
く
、
ノ
ス
タ
ル
ジ

ヤ
に
か
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。
県
人
会

な
ど
は
一
種
の
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の

現
れ
で
あ
る
と
キ
メ
ッ
ケ
る
向
き
も
あ

る
よ
う
で
す
が
、
言
葉
も
習
慣
も
異
る

あ
の
広
い
ア
メ
リ
カ
大
陸
で
、
営
々
と

生
活
の
基
稚
を
築
い
て
い
る
人
々
に
と

っ
て
、
阿
六
時
中
忘
れ
る
こ
と
の
で
き

な
い
の
は
遠
い
故
郷
の
思
い
出
で
あ
り

最
も
大
き
な
闘
い
は
深
刻
な
ま
で
に
襲

っ
て
く
る
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
な
の
で
す
。

生
田
区
中
山
手
生
れ
。
生
粋
の
神
戸

っ
子
で
あ
る
私
は
、
一
九
六
叫
年
よ
り

ア
メ
リ
カ
に
永
住
し
、
現
在
、
Ｏ
・
Ａ

Ｃ
．
Ａ
株
式
会
社
の
代
表
と
し
て
米
国

企
業
の
国
際
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
業
務

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
昨
年
夏
私
の
提

☆
神
戸
っ
子
の
集
い

神
戸
ク
ラ
ブ
Ｕ
ｏ
Ｓ
ｏ
Ａ

誕
生

ﾉ ハ

沢

唱
に
よ
っ
て
、
神
戸
及
び
近
郊
出
身
者

に
よ
る
「
神
戸
ク
ラ
ブ
Ｕ
・
Ｓ
．
Ａ
」

が
発
足
し
て
話
題
を
呼
び
ま
し
た

他
の
県
人
会
と
ち
が
っ
て
、
神
戸
と

限
ら
れ
た
だ
け
に
か
え
っ
て
会
の
内
容

を
よ
り
楽
し
い
も
の
に
し
て
い
ま
す

第
一
回
総
会
が
昨
年
十
月
十
、
、
ロ

ス
市
ラ
ブ
レ
ア
通
り
の
レ
ス
ト
ラ
ン

「
チ
ェ
リ
ー
ブ
ロ
ッ
サ
ム
」
で
開
か
れ
、

男
女
約
二
十
名
が
出
席
、
な
つ
か
し
い

神
戸
弁
を
し
ゃ
べ
り
な
が
ら
、
な
ご
や

か
な
顔
合
せ
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
出

席
者
は
日
系
市
民
、
永
住
者
、
そ
れ
に

商
社
の
出
張
社
貝
、
留
学
生
と
多
種
多

様
で
、
会
っ
て
み
れ
ば
雨
同
じ
町
内
か

ら
き
た
も
の
同
志
と
か
、
同
窓
生
で
あ

っ
た
と
か
で
、
語
り
つ
く
せ
ぬ
故
郷
の

思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
た
の
で
す

が
、
今
後
の
連
営
の
た
め
六
名
の
委
員

を
選
出
、
狐
当
を
分
け
合
い
、
瓦
い
に

協
力
し
な
が
ら
楽
し
い
意
義
あ
る
神
戸

っ
子
の
ク
ラ
ブ
に
育
て
あ
げ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
十
一
月
六
日
、
モ
ン
ト
レ
ー

パ
ー
ク
の
嶋
海
氏
邸
に
て
第
一
回
委
員

会
を
開
い
た
頃
に
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
内
は
も
ち
ろ
ん
全
米
各
地
よ
り
た

く
さ
ん
の
入
会
申
込
み
が
殺
到
。
正
会

員
は
一
挙
に
五
十
名
に
ふ
く
れ
あ
が
り

ま
し
た
。
総
会
に
出
席
で
き
な
い
他
州

の
人
達
は
、
準
会
貝
と
し
て
機
関
誌
を

通
じ
て
の
交
流
を
計
る
こ
と
な
り
ま
し

た
。第

二
側
総
会
は
本
年
一
月
二
十
三
Ⅱ

新
年
宴
会
と
新
任
総
領
事
の
歓
迎
会
を

か
ね
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
ロ
ス
ア
ン

ジ
ェ
ル
ス
総
領
事
に
兵
庫
県
出
者
身
が

就
任
し
た
こ
と
も
偶
然
で
す
が
、
今
後

種
々
の
協
力
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
私
は
戦
前
ト
ー
ア
ー
ロ
ー
ド
の
同

文
学
校
に
通
っ
て
い
ま
し
た
」
と
い
う

中
国
婦
人
。
「
僕
は
北
野
町
で
生
ま
れ

た
の
で
す
」
と
懐
し
げ
に
語
る
ア
メ
リ

カ
人
と
、
ま
る
で
神
戸
を
小
さ
く
し
て

も
っ
て
き
た
よ
う
な
楽
し
い
雰
囲
気
の

新
年
宴
会
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た

が
、
今
後
は
年
四
Ｍ
の
総
会
、
及
び
委

員
会
を
開
催
し
全
員
が
種
々
の
企
両
を

持
ち
よ
り
、
瓦
い
に
慰
め
あ
い
な
が
ら

さ
ら
に
は
ま
つ
か
し
い
故
郷
「
神
戸
」

と
の
交
流
も
計
り
楽
し
い
神
戸
っ
子
の

集
い
に
す
る
こ
と
に
決
っ
た
の
で
す
。

委
員
の
顔
ぶ
れ
は

小
沢
治
（
細
式
鈍
裡
他
愛
Ａ
）
広
報
担
当

木
村
明
一
一
（
東
宝
株
式
会
社
支
社
長
）

谷
川
隆
星
（
日
本
●
コ
ル
フ
振
興
株
式
会
社
荊
務
）

田
野
隆
子
（
家
庭
夫
人
）
機
関
誌
担
当

都
倉
宏
之
（
大
和
銀
行
ロ
ス
支
店
）
経
理
担
当

鳴
海
英
子
金
拠
Ａ
ス
ポ
ー
ツ
㈱
）
連
絡
担
当

ア
メ
リ
カ
で
の
連
絡
先
は

属
○
国
国
○
伊
ロ
ロ
弓
．
○
．
国
○
〆
ｇ
唖
忌

目
両
詞
巨
目
ｚ
捧
伊
缶
ｚ
昌
輿
Ｆ
ｏ
ｍ

缶
ｚ
の
画
編
園
、
》
○
陸
綿
弓
．
ｃ
ｇ
ｇ
・

ロ
．
の
・
し

神
一
戸
で
の
連
絡
先
は

神
戸
市
茸
合
区
八
幡
通
五
丁
Ⅱ
九
六

Ｋ
Ｅ
ビ
ル
４
Ｆ
月
刊
神
戸
っ
子
内

神
戸
ク
ラ
ブ
Ｕ
・
Ｓ
・
Ａ
雪
二
二
一

’
七
○
三
七
（
小
泉
美
喜
子
）

１
５２

１
5２
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美しく楽しくダイナミックに

踊る. 〃
レッスン場４月開校

今岡頚子舞踊岡 腿子 舞
バレエ雪攻室

ｆ主友銀イテー宮ビル６Ｆ
センター街東入口

Ｔｅｌ３９１－１５１８

連絡･ お問合せ
ＴＥＬ３２１－２７８８

< 午前中＞

団 きものと細貨

茎& んザら庵
神戸

西店/ 三宮センター街・電話３３１－８８３６( 代）
東店/ 三宮センター街・電話３３１－０６２９
三宮店/ さんちかタウン・電話３３１－４３０３
束京

銀座店/銀座並木通･電話573-記；§(代）
渋谷店/ 東急本店・電話4 ６２－３４０９（直）

（５階和装名家街）
日本橋店/ 東急日本橋店・電言舌2１１－０５１１（代）

（４階和装名霊街）ｒ内線２９４）
銀座コア店/ 銀座インペリアルピル４Ｆ電話5 7 2 - 8 1 2 7
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１
５４

１

竹
中
郁
八
詩
人
Ｖ

☆
神
戸
の
洋
菓
子
特
集
〈
２
〉
ア
ン
ケ
ー
ト

①
神
戸
の
西
洋
菓
子
で
あ
な
た
の
お
気
に

神
戸
ス
イ
ー
、
卜
‐
Ｑ
＆
Ａ
・
窪
議
雲
雲

③
オ
リ
ジ
ナ
ル
ケ
ー
キ
の
ア
イ
デ
ア
を
。

①
う
ち
の
常
術
。
ゴ
ー
フ
ル
、
風
月

堂
製
。
バ
タ
ー
ケ
ー
キ
、
プ
ロ
イ
ン
ド

リ
ー
ブ
製
。
日
も
ち
よ
く
、
味
が
軽
快

で
飽
き
が
来
な
い
。

②
過
去
に
た
べ
た
菓
子
代
を
計
算
し

た
ら
、
三
千
万
円
を
越
え
て
い
る
。

③
自
分
で
売
り
出
し
た
り
し
な
い
。

あ
く
ま
で
、
た
べ
る
側
に
立
っ
て
い
た

い
。①

（
私
は
も
う
三
十
年
も
神
戸
か
ら
離

れ
て
お
り
ま
す
の
で
）
想
い
出
す
ま
ま

に
．
…
・
・
・

ユ
ー
ハ
イ
ム
と
フ
ロ
イ
ン
ド
リ
ー
ブ
。

い
か
に
も
西
洋
の
ビ
ス
ケ
ッ
ト
と
西
洋

の
パ
イ
（
と
く
に
ミ
ー
ト
・
パ
イ
）
の

淀
川
長
治
八
映
画
評
論
家
Ｖ

①
フ
ロ
イ
ン
ド
・
リ
ー
ブ
（
店
名
）

の
ミ
ー
ト
パ
イ
。

パ
イ
の
あ
っ
さ
り
し
た
皮
と
、
ミ
ー
ト

感
じ
を
受
け
ま
し
た
。

②
あ
る
朝
、
ユ
ー
ハ
ィ
ム
に
出
か
け

ま
し
た
と
こ
ろ
、
ち
ょ
う
ど
開
店
の
ち

ょ
っ
と
前
で
し
た
。
そ
れ
で
入
口
か
ら

店
内
を
覗
き
ま
し
た
と
こ
ろ
、
男
女
店

員
が
ぜ
ん
ぶ
丸
い
大
き
な
テ
ー
ブ
ル
を

か
こ
ん
で
お
茶
と
ビ
ス
ケ
ッ
ト
を
た
べ

て
い
ま
し
た
。
毎
朝
こ
う
し
て
店
が
始

ま
る
の
だ
な
ァ
、
い
い
ね
え
…
…
と
思

い
ま
し
た
。

③
マ
リ
リ
ン
・
モ
ン
ロ
ー
・
マ
シ
ュ
マ

ロ
◎ゲ

イ
リ
ー
・
ク
ー
パ
ー
・
ビ
ス
ケ
ッ
ト

ア
ラ
ン
・
ド
ロ
ン
・
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
。

プ
リ
ジ
ッ
ド
・
バ
ル
ド
ー
・
シ
ュ
ー
ク

リ
ー
ム
。

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ブ
ロ
ン
ソ
ン
・
コ
ン
ペ

イ
ト
オ
。

こ
ん
な
名
前
の
菓
子
を
売
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
そ
の
名
を
用
い
る
た

め
高
価
な
費
用
が
要
求
さ
れ
る
の
な
ら

止
め
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
そ
の
か
わ
り
と
い
た
し
ま
し
て

ウ
エ
ス
タ
ン
・
ケ
ー
キ
（
カ
ウ
ボ
ー
イ

の
帽
子
型
ま
た
は
ピ
ス
ト
ル
型
）

フ
レ
ン
チ
・
ス
タ
イ
ル
（
ハ
ー
ト
型
）

ポ
ル
ノ
・
ケ
ー
キ
（
お
し
り
の
形
）

ス
リ
ラ
ー
・
ケ
ー
キ
（
ケ
ー
キ
の
上
に

人
間
の
メ
ダ
マ
そ
っ
く
り
の
小
さ
な
ケ

ー
キ
が
の
つ
か
っ
た
ケ
ー
キ
）

こ
ん
な
の
を
い
ろ
い
ろ
と
考
え
て
売
り

だ
し
ま
す
が
、
す
こ
し
ア
イ
デ
ィ
ア
が

馬
鹿
ら
し
い
と
思
い
ま
す
の
で
。

そ
れ
で
は
と
考
え
ま
す
と
お
客
さ
ま
の

お
名
前
の
ヤ
キ
ゴ
テ
を
台
所
に
い
く
つ

も
い
く
つ
も
用
意
し
て
お
き
ま
し
て
ビ

ス
ケ
ッ
ト
、
パ
ン
・
ケ
ー
キ
、
カ
ス
テ

ラ
そ
の
他
・
…
：
ヤ
キ
ゴ
テ
文
字
を
用
い

得
る
菓
子
に
は
す
べ
て
こ
れ
を
用
い

て
、
そ
の
お
客
の
た
め
の
特
製
菓
子
を

い
つ
で
も
…
…
と
い
う
宣
伝
を
し
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

以
上
ま
さ
に
迷
案
。
こ
ん
な
の
が
巧
く

考
え
ら
れ
る
く
ら
い
な
ら
お
菓
子
屋
に

な
っ
て
い
ま
す
。

広
江
・
エ
ル
ス
ベ
ー
ト

八
ド
イ
ツ
語
教
師
Ｖ
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①
六
甲
の
、
ロ
ッ
ク
洋
菓
子
店
の
、

チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
。
、
の
中
で
、
と
ろ
け

る
よ
う
な
味
が
し
ま
す
。

②
仲
の
よ
い
友
達
と
食
べ
る
、
美
味

し
い
ケ
ー
キ
は
、
幸
せ
の
味
が
し
、
悲

し
い
時
に
は
、
慰
め
の
味
が
、
す
る
も

の
で
す
。

③
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
の
上
に
、
生
ク
リ

ー
ム
と
、
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
を
、
の
せ
て

み
た
い
で
す
。

の
油
濃
い
の
が
、
よ
く
調
和
し
て
い
ま

す
。②

Ｈ
本
へ
来
て
、
い
ろ
い
ろ
な
ケ
ー

キ
を
、
食
べ
て
み
ま
し
た
が
、
少
し
甘

す
ぎ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ド
イ
ツ
の

ケ
ー
キ
は
、
比
較
的
甘
さ
を
ひ
か
え
た

あ
っ
さ
り
し
た
感
じ
の
も
の
が
、
多
い

で
す
。

③
冨
胃
日
貝
侭
口
呂
の
ロ
（
ド
ィ
ッ
ヶ

ー
キ
）
マ
ー
モ
・
ク
ー
ヘ
ン

小
麦
粉
二
五
○
ｆ
ベ
ー
キ
ン
グ
パ
ウ

ダ
ー
小
さ
じ
二
杯
バ
タ
ー
二
○
○
ｆ

砂
糖
一
二
五
９
卵
三
個
コ
コ
ア
大

さ
じ
二
杯
牛
乳
大
さ
じ
一
杯
半
バ

ニ
ラ
エ
ッ
セ
ン
ス
少
々
牛
乳
大
さ
じ

一
杯
半
砂
糖
大
さ
じ
一
杯
粉
砂
糖

少
々

③
小
麦
粉
と
ベ
ー
キ
ン
グ
パ
ゥ
ダ
ー

は
ふ
る
い
に
か
け
る
。

⑧
ポ
ー
ル
の
叩
で
、
バ
タ
ー
を
よ
く

ま
ぜ
、
砂
糖
、
玉
子
、
エ
ッ
セ
ン
ス
の

順
に
入
れ
る
。

◎
よ
く
ま
ぜ
た
中
に
①
の
粉
を
、
加

え
る
。
ケ
ー
キ
型
に
バ
タ
ー
を
ぬ
り
、

②
の
材
料
の
半
分
を
入
れ
る
。

。
そ
し
て
、
残
り
の
半
分
に
、
コ
コ

ア
、
牛
乳
、
砂
糖
を
加
え
、
よ
く
か
き

ま
ぜ
て
、
先
の
材
料
に
入
れ
る
。

②
天
火
に
入
れ
、
中
火
で
如
分
焼
く
。

出
来
上
っ
て
型
か
ら
出
し
て
、
粉
ざ
と

う
を
ふ
る
。

マ
リ
ア
・
リ
グ
レ
ス
テ
ィ

ハ
タ
レ
ン
ト
Ｖ

5梱 議

義
河
崎
美
代
子

八
イ
ン
テ
リ
ヤ
デ
ザ
イ
ナ
－
Ｖ

田
中
薫

八
神
戸
大
学
名
誉
教
授
・
成
城
大
学
教
授
Ｖ

①
古
く
か
ら
お
な
じ
み
で
好
き
な
店

は
フ
ロ
イ
ン
ド
リ
ー
ブ
、
ユ
ー
ハ
イ
ム
、

ド
ン
ク
で
す
。
特
に
フ
ロ
ィ
ン
ド
の
チ

ー
ズ
ケ
ー
キ
、
ク
リ
ー
ム
パ
イ
、
ウ
イ

ン
ナ
パ
イ
が
よ
い
。
フ
ロ
イ
ン
ド
の
パ

ン
、
ユ
ー
ハ
イ
ム
の
ミ
ー
ト
パ
イ
、
ド

ン
ク
の
ク
ッ
キ
ー
、
風
一
刈
堂
の
ピ
ヤ
ー
。

②
お
菓
子
と
い
え
る
か
ど
う
か
知
ら

な
い
が
、
神
戸
女
学
院
実
習
室
で
米
人

先
生
指
導
で
ご
ち
そ
う
に
な
っ
た
ベ
ー

ク
ト
ア
ラ
ス
カ
（
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の

①
フ
ロ
イ
ン
ド
リ
ー
ブ
の
ナ
ポ
レ
オ

ン
（
ク
リ
ー
ム
パ
ィ
）
・
フ
ォ
ー
ク
は
使

わ
な
い
で
が
ぶ
り
と
口
に
入
れ
た
途
端

薄
い
パ
イ
が
フ
ァ
ラ
フ
ァ
ラ
と
く
だ

、
、
、
、

け
、
冷
た
い
ク
リ
ー
ム
が
は
み
出
る
と

こ
ろ
が
大
好
き
。
フ
ォ
ン
ザ
ン
（
砂
糖

の
フ
ロ
ス
テ
ィ
ン
グ
）
を
ぬ
っ
た
の
も

又
と
ろ
け
る
ご
と
く
だ
が
、
注
文
の
時

だ
け
と
か
。
（
フ
ラ
ン
ス
風
の
ミ
ル
フ

ィ
ュ
に
同
じ
）

②
私
が
ケ
ー
キ
を
習
い
は
じ
め
た
頃

は
材
料
も
道
具
も
下
降
の
線
を
た
ど
っ

て
い
た
。
戦
後
す
ぐ
ブ
リ
キ
屋
で
見
つ

蕊懲織議

テ
ン
プ
ラ
）
北
京
で
味
わ
っ
た
ナ
ッ
メ

の
甘
干
し
、
パ
リ
ー
の
お
菓
子
屋
の
婦

人
ば
か
り
の
雰
囲
気
（
日
本
の
ミ
ッ
マ

メ
屋
と
何
じ
）
で
味
わ
う
お
菓
子
と
お

茶
な
ど
忘
れ
が
た
き
も
の
。

③
マ
ロ
ン
に
和
洋
の
工
夫
を
／
・
栗

そ
の
も
の
の
茶
巾
包
み
し
、
美
濃
中
津

川
す
や
老
舗
の
栗
き
ん
と
ん
を
普
通
栗

で
作
る
ホ
ー
ム
メ
ー
ド
型
。
鹿
児
島
の

あ
く
ま
き
を
竿
で
な
く
一
個
包
み
に
す

る
。
タ
ピ
オ
カ
プ
デ
ィ
ン
グ
を
道
明
寺

風
に
。
台
湾
山
地
原
産
の
オ
ー
ギ
ョ
を

輸
入
し
て
ト
コ
ロ
テ
ン
風
冷
菓
に
。
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シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
で
す
。
甘
さ
が
ほ
ど

ほ
ど
だ
か
ら
で
す
。

②
別
に
あ
り
ま
せ
ん

③
塩
マ
ン
ジ
ュ
ウ
が
あ
る
ご
と
く
塩

ケ
ー
キ
な
ん
て
い
か
が
で
し
ょ
う
。
辛

党
む
け
と
肥
満
体
の
方
の
た
め
で
す
。

灘
本
唯
人
ハ
デ
ザ
ィ
ナ
ー
Ｖ

①
「
Ｇ
線
の
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
」

洋
菓
子
は
め
っ
た
に
た
べ
ま
せ
ん
が
、

ど
う
し
て
も
と
い
う
よ
う
な
ら
Ｇ
線
の

け
た
ガ
ス
に
の
せ
る
原
始
的
な
天
火
な

る
も
の
が
バ
ッ
グ
ン
に
火
廻
り
よ
く
、

、
、
、
、

感
激
の
余
り
へ
ん
く
つ
の
ブ
リ
キ
屋
の

お
じ
さ
ん
に
親
友
の
ご
と
き
親
し
み
を

お
ぼ
え
た
。
ス
ポ
ン
ジ
、
バ
タ
ケ
ー
キ

等
に
没
頭
、
平
和
を
誼
歌
し
た
の
も
そ

の
頃
。
今
、
ケ
ー
キ
は
巷
に
は
ん
ら

ん
、
愛
用
の
オ
ー
ブ
ン
は
あ
こ
が
れ
だ

っ
た
シ
ー
ス
ル
ー
窓
、
温
度
計
つ
き
。

で
も
ブ
リ
キ
の
天
火
は
納
屋
の
隅
に
今

も
あ
る
。

③
味
に
自
信
の
あ
る
ケ
ー
キ
に
は
き

っ
と
パ
ウ
ダ
ー
シ
ュ
ガ
ー
の
み
サ
ラ
リ

と
薄
雪
の
よ
う
に
。
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
場
合
は
し
ぼ
り
出
し
で
な
く
自
然
に

、
、

流
し
た
り
、
は
け
目
で
ラ
フ
な
感
じ
に
。

デ
ザ
ー
ト
用
に
は
冬
は
ス
パ
イ
ス
の
利

い
た
ス
テ
ィ
ー
ム
プ
デ
ィ
ン
グ
を
、
夏

は
バ
バ
ロ
ア
を
大
き
く
型
に
。
遊
び
の

気
分
の
ほ
し
い
時
は
ケ
ー
キ
又
は
パ
イ

＊

全
体
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
風
に
、
リ
ボ
ン
を

＊

か
け
た
り
、
奇
想
天
外
な
立
体
変
形
ケ

ー
キ
等
も
ノ
．
ノ
．

＊
リ
ボ
ン
は
パ
イ
の
場
合
は
パ
イ
の
帯

で
、
ケ
ー
キ
の
場
合
は
デ
コ
レ
ー
シ

ョ
ン
で
作
る
意
味

＊
立
体
変
形
ケ
ー
キ
の
例

帽
子
く
つ
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル

顔
（
動
物
の
）
ｅ
ｔ
ｃ

①
フ
ロ
イ
ン
ド
リ
ー
ブ
の
フ
ロ
ー
ゼ

に
ブ
ラ
ッ
ク
ベ
リ
ィ
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
。
う
ち
へ
来
る
お
客
さ
ま
が
し
ば
し

ば
東
京
ま
で
持
ち
帰
ら
れ
る
程
の
人

気
。
（
フ
ロ
ィ
ン
ド
リ
ー
プ
で
は
食
べ

る
時
間
を
い
え
ば
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
を
つ

め
て
く
れ
ま
す
の
で
。
）

②
カ
ル
コ
の
店
主
の
阿
部
さ
ん
が
こ

の
間
か
ら
オ
ー
ム
を
飼
っ
て
お
ら
れ
て

（
名
前
は
ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
・
ア
ル
・
シ

ュ
レ
ィ
ダ
ー
・
イ
ー
ネ
で
す
。
）

そ
の
オ
ー
ム
が
実
は
フ
ロ
イ
ン
ド
リ

ー
プ
の
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
が
お
気
に
入
り

で
す
。フ

ラ
ン
ス
パ
ン
表
ど
を
や
っ
て
も
ポ

霞
小
島
魔
離
八
サ
ブ
編
集
長

小
島
素
治
氏
夫
人
Ｖ

矢
野
担

八
工
芸
デ
ザ
イ
ナ
－
Ｖ １

５６

１

ィ
と
捨
て
て
し
ま
う
の
で
す
が
、
フ
ロ

ィ
ン
ド
リ
ー
プ
の
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
に
は

目
が
左
い
ら
し
い
の
で
す
。

③
先
日
街
は
ず
れ
の
市
場
で
山
型

（
横
か
ら
み
る
と
▲
こ
う
い
う
型
で
す
）

の
パ
ン
と
も
ケ
ー
キ
と
も
い
え
な
い
も

の
を
、
懐
し
く
て
（
子
供
の
頃
よ
く
食

べ
ま
し
た
か
ら
）
も
と
め
た
の
で
す
が
、

そ
れ
が
と
っ
て
も
美
味
。

こ
う
い
う
あ
ん
ま
り
飾
ら
な
く
っ
て
お

い
し
い
も
の
が
い
い
と
お
も
い
ま
す
。

ま
あ
な
ん
と
こ
れ
が
７
つ
は
い
っ
て
い

て
一
○
○
Ｙ
Ｅ
Ｎ
だ
っ
た
の
で
す
。
手

の
ひ
ら
程
の
大
き
さ
ま
ん
で
す
ョ
。
そ

れ
か
ら
注
文
で
ば
か
り
作
る
ケ
ー
キ
屋

さ
ん
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
お
友
達
の
お
宅
で
午
後
３
時

に
お
茶
の
パ
ー
テ
ィ
が
あ
る
か
ら
、
１

時
頃
か
ら
焼
き
は
じ
め
て
、
丁
度
３
時

に
食
べ
頃
に
左
る
と
か
。

種
類
に
よ
っ
て
は
、
前
の
夜
に
焼
い
た

の
を
届
け
る
と
か
。

（
こ
れ
は
１
日
位
た
っ
て
か
ら
が
食
べ

頃
の
バ
ナ
ナ
ブ
レ
ッ
ド
な
ど
の
場
合
）

と
も
か
く
食
べ
て
い
た
だ
く
人
に
最
高

の
味
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
コ
ト
。

騨浮聡露《詠

鍵鍵
鴬
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③
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
思
い
つ
き
が
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
具
体
的
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
お
菓
子
の
好
き
な
私
の
マ
ジ
メ

に
恩
う
こ
と
１
．
私
が
お
菓
子
屋
さ

ん
に
な
れ
ば
、
不
特
定
多
数
の
お
客
様

に
対
し
、
恋
人
や
わ
が
子
の
た
め
に
作

る
と
同
じ
愛
情
を
も
っ
て
、
栄
養
た
つ

、
、
、
、
、
、
、

ぶ
り
、
何
よ
り
も
お
い
し
く
て
楽
し
い

ケ
ー
キ
を
、
心
を
こ
め
て
作
る
。
は
や

り
だ
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
質
を
落
と

し
ひ
そ
か
な
る
フ
ァ
ン
の
期
待
を
裏
切

る
よ
う
な
こ
と
は
断
じ
て
し
な
い
。

①
コ
ロ
ン
バ
ン
の
ミ
ー
ト
パ
ィ
。
中

味
と
の
つ
り
あ
い
が
よ
く
と
れ
、
形
大

き
さ
共
に
よ
く
、
あ
っ
さ
り
と
味
を
ま

と
め
て
あ
る
の
が
、
甘
い
も
の
を
好
ま

な
い
私
に
は
、
そ
の
味
が
よ
く
わ
か
る
。

②
こ
れ
は
菓
子
で
あ
る
か
、
ど
う
か

わ
か
ら
な
い
が
、
昨
年
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を

旅
し
た
時
、
長
い
間
胃
痛
で
苦
し
ん
で

い
た
の
が
、
本
場
で
食
べ
た
ク
ロ
ワ
ッ

サ
ン
の
味
が
忘
れ
ら
れ
な
い
の
と
、
胃

の
調
子
が
良
く
な
っ
た
こ
と
だ
。

③
ミ
ー
ト
パ
イ
の
よ
う
な
、
あ
っ
さ

り
し
た
味
を
、
生
か
し
た
ケ
ー
キ
を
考

え
た
い
。

Ｅ
・
ギ
ヤ
ハ
ル
ト

八
英
国
総
領
事
館
秘
書
Ｖ

①
私
の
好
き
な
お
菓
子
は
Ｈ
・
フ
リ

ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ジ
ャ
ー
マ
ン
・
ベ
ー
カ

リ
ー
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
で
す
。

ブ
レ
ー
ク
の
付
い
た
パ
イ
で
、
中
に

は
ク
リ
ー
ム
、
上
に
は
糖
衣
の
こ
ろ
も

が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

と
て
も
お
い
し
い
の
で
、
つ
い
食
べ

す
ぎ
て
ふ
と
る
の
が
心
配
で
す
。

の
池
）

②
私
の
子
供
の
頃
ｌ
日
本
の
或
る

時
代
ｌ
お
や
つ
は
も
っ
ぱ
ら
お
母
さ
ん

の
文
字
通
り
工
夫
を
こ
ら
し
た
手
作
り

で
す
。
わ
ず
か
な
配
給
の
お
砂
糖
で
作

る
カ
ル
メ
ラ
な
ど
は
、
食
べ
る
楽
し
み

以
上
に
作
る
喜
び
に
満
ち
た
、
今
は
な

つ
か
し
い
ホ
ー
ム
メ
イ
ド
の
お
菓
子
で

し
た
。

川
村
浩
子
八
甲
南
大
学
生
Ｖ

①
ロ
ッ
ク
と
ア
ン
リ
シ
ャ
ル
パ
ン
テ

イ
エ
の
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
が
お
い
し
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
ン
リ
シ
ャ
ル
パ

ン
テ
ィ
エ
で
は
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を

カ
ス
テ
ラ
で
包
み
、
囲
り
に
メ
レ
ン
ゲ

を
か
ぶ
せ
て
あ
る
ベ
ー
ク
ド
・
ア
ラ
ス

カ
を
ワ
ゴ
ン
サ
ー
ピ
ス
で
運
び
、
ブ
ラ

ン
デ
ー
を
か
け
、
電
気
を
消
し
た
中
で

火
を
つ
け
て
く
れ
る
。
暗
が
り
の
中
の

青
い
炎
が
、
よ
い
雰
囲
気
を
た
か
め
て

い
ま
す
。

②
私
は
お
菓
子
を
自
分
で
作
る
の
が

大
好
き
で
、
特
に
夜
遅
く
ま
で
起
き
て

い
る
と
む
し
よ
う
に
お
菓
子
が
作
り
た

く
な
っ
て
、
時
々
、
夜
の
十
時
や
十
一

時
か
ら
ケ
ー
キ
を
焼
い
た
り
し
ま
す
。

③
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
は
ま
い
が
、
今
よ

く
焼
く
の
は
レ
モ
ン
パ
ィ
（
よ
く
お
店

で
売
っ
て
い
る
メ
レ
ン
ゲ
を
焼
い
た
も

の
と
は
全
然
ち
が
う
）
と
、
シ
ホ
ン
ヶ

ー
キ
（
お
友
達
の
お
母
様
に
教
え
て
頂

き
ま
し
た
）
。

ソ
フ
ト
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
バ
タ
ー
、
牛

乳
、
メ
リ
ケ
ン
粉
を
ま
ぜ
る
。
コ
コ
ア

と
ク
ル
ミ
と
レ
ー
ズ
ン
を
刻
ん
で
混
ぜ

ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ッ
も
刻
ん
で
混
ぜ
る
。

オ
ー
ブ
ン
の
お
皿
に
紙
を
敷
き
、
そ
の

上
に
種
を
流
し
込
ん
で
焼
き
、
オ
ー
ブ

ン
か
ら
と
り
出
し
、
適
当
に
切
っ
て
セ

ロ
フ
ァ
ン
で
包
ん
で
お
く
。

柴
田
多
嘉
子

八
ゆ
め
の
ア
カ
デ
ミ
ー
主
宰
Ｖ

①
好
き
な
店
の
お
菓
子
は
み
ん
な
好

き
フ
ロ
イ
ン
ド
リ
ー
ブ
（
中
山
手
）
ル

・
ミ
エ
ー
ル
（
鶴
甲
）
不
二
屋
（
五
位

謹鍵１
５７ 蕊

島
村
好
子
八
バ
レ
リ
ー
ナ
Ｖ

叫
六
甲
ロ
ッ
ク
洋
菓
子
店
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渡
辺
広
子
八
家
事
手
伝
い
Ｖ

加
藤
き
よ
子
八
バ
レ
リ
ー
ナ
Ｖ

①
ド
ン
ク
の
カ
ス
ク
ー
ト
ヘ
チ
ー
ズ

①
私
は
生
来
が
甘
党
で
、
西
洋
菓
子
、

和
菓
子
と
区
別
左
し
に
好
き
で
あ
る
。

特
に
神
戸
は
昔
か
ら
、
私
達
甘
党
に
と

っ
て
は
、
幸
い
な
こ
と
に
、
味
に
個
性

の
あ
る
西
洋
菓
子
の
店
が
多
く
、
家
人

が
買
っ
て
来
る
西
洋
菓
子
は
、
ど
こ
の

店
が
特
に
好
き
と
い
う
こ
と
な
し
に
、

ど
こ
の
店
の
西
洋
菓
子
で
も
食
べ
て
い

・
る
。③

ケ
ー
キ
の
真
中
に
穴
を
あ
け
ク
リ

ー
ム
を
ぬ
っ
て
ブ
ラ
ン
デ
ー
を
注
ぎ
火

を
つ
け
て
も
や
し
た
後
頂
く
。
誕
生
円

等
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
ふ
ん
い
き
で
頂
く

と
尚
一
層
効
果
的
で
あ
る
。

雲

田
中
徳
喜
八
洋
画
家
・
行
動
美
術
Ｖ

菓
子
名
コ
コ
ナ
ッ
ツ
ロ
ッ
ク

軽
く
て
歯
を
あ
て
る
と
と
け
る
よ
う
に

く
づ
れ
て
、
コ
コ
ナ
ッ
ツ
の
香
り
が
パ

ッ
と
ひ
ろ
が
り
、
い
く
ら
で
も
喰
く
ら

れ
そ
う
で
す
。

似
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
あ
れ
ば
う
れ
し
い
ん
で
す
が
、
残
念

な
が
ら
な
い
ん
で
す

③
な
に
も
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
、
尖

は
本
来
私
は
辛
党
な
も
の
で
。

蕊

１
５８

１

鶴

①
ド
ン
ク
の
シ
ュ
ア
ラ
・
シ
ャ
ン
テ

リ
ー
、
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
の
中
に
た
っ

ぷ
り
の
生
ク
リ
ー
ム
が
、
と
っ
て
も
好

き
で
す
。

②
自
分
で
ケ
ー
キ
を
作
っ
た
時
ス
ポ

ン
ジ
台
が
ふ
く
れ
ず
お
せ
ん
く
い
の
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
私
自
慢
の
和
風
せ

ん
べ
い
と
今
で
も
思
い
出
し
て
は
肝
笑

い
た
し
ま
す
。

③
子
供
の
夢
を
か
な
え
て
あ
げ
ら
れ

る
よ
う
に
、
色
々
な
日
勤
車
の
形
を
し

や
ハ
ム
等
を
は
さ
ん
だ
棒
パ
ン
）
を
お

け
い
こ
の
帰
り
に
よ
く
買
い
ま
す
。

②
洋
菓
子
で
は
な
い
け
ど
、
私
の
顔

を
見
る
と
お
ぜ
ん
ざ
い
を
思
い
出
す
と

い
っ
て
、
風
月
堂
に
よ
く
食
べ
に
連
れ

て
い
っ
て
く
れ
る
人
が
い
ま
す
。
お
か

げ
で
、
前
は
大
嫌
い
だ
っ
た
の
に
、
か

な
り
の
ぜ
ん
ざ
い
党
に
な
り
ま
し
た
。

③
あ
っ
さ
り
し
た
お
菓
子
が
ほ
し
い

と
思
う
時
、
お
か
き
と
ケ
ー
キ
を
合
わ

せ
た
ケ
ー
キ
な
ん
て
ど
う
か
し
ら
（
？
）

＊

灘議識蕊蕊蕊‘

酬
可

議
①
「
フ
ロ
ィ
ン
ド
リ
ー
プ
」
の
菓
子
で

手
づ
く
り
で
木
の
実
を
ふ
ん
だ
ん
に
使

い
大
人
の
味
が
す
る
と
思
う
。

②
中
学
生
の
頃
、
駄
菓
子
屋
に
箱
は

ピ
ー
ス
そ
っ
く
り
の
デ
ザ
イ
ン
で
、
中

に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
紙
で
巻
い
た
た
ば

こ
そ
っ
く
り
の
菓
子
が
あ
っ
た
。
（
い

ま
で
も
あ
る
と
思
う
が
）
そ
れ
を
学
校

で
昼
休
み
の
時
な
ど
、
大
人
の
マ
ネ
を

し
て
よ
く
喫
っ
た
（
？
）
も
の
で
す
。

。
た
し
か
「
世
界
残
酷
物
語
」
で
南

米
の
あ
る
町
の
祭
で
、
人
体
も
内
臓
も

顔
も
ケ
ー
キ
で
造
り
、
あ
と
で
ナ
イ
フ

で
切
っ
て
皆
ん
な
で
食
べ
て
い
た
シ
ー

ン
を
兄
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
あ
れ
に

は
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
が
、
例
え

ば
唇
の
お
菓
子
と
か
、
Ⅱ
玉
の
お
菓
子
、

ヌ
ー
ド
の
お
菓
子
な
ど
、
食
べ
る
時
ス

リ
ル
が
あ
っ
て
面
白
い
と
は
思
い
ま
せ

ん
か
。

福
田
武
八
造
型
作
家
Ｖ

た
ケ
ー
キ
と
か
バ
ー
ス
デ
ー
ケ
ー
キ
に

は
誕
生
花
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
、
生
花
も

あ
れ
ば
一
輪
か
ざ
り
、
花
言
柴
も
一
緒

に
書
い
て
み
た
い
で
す
。
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5９

“ 佐本歯科

Tel（0 7 8 )３３１－６３０２～３

小児歯
一・般歯科

固鉾式3 瓢
一一一鰯国正一

蕊
ｒ=－－
唾
Ｉ玉塁

センター街東角
友銀行

・サンチカ入口
住 ビル６階

〒6 5 0 生田区加納
t ｅｉ３３１－６３

町５丁目
0２．６３０３

３９

こんにちは赤ちゃん

芦屋市精道町／猿丸泰子ちゃん

完全看護☆冷暖房完備☆病院前駐車可能

蔓柿沼産婦人科

芦屋市大耕町１番' 8 号
国道芦屋川電停東5 0 米( 明治生命南）
公芦屋（0 7 9 7 ）３i - l 2 3 4 代表
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